
7月の 休 日 等 在 宅 当 番 医休 日 等 在 宅 当 番 医

都合により変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
診療時間外に、急病などで受診が必要なときは、
救急医療情報センター（☎36─1133・ホームページ http://www.qq.pref.aichi.jp/）に問い合わせてください。

☆高浜市歯科医師会　＜診療日＞日曜　 ＜診療時間＞9:00～12:00

☆高浜市医師会　＜診療日＞日曜および祝日　 ＜診療時間＞9:00～12:00、13:30～17:00
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コラム 今月のテーマ
「徘徊を支える」認知症とこれから

東京都中野区で、昨年8月、行方不明だった認知症の80代の男性が公園で亡くなっているの
が発見されました。
男性が福祉施設から行方不明となった2日後、路上で倒れていたところに警察官と救急隊が駆

けつけました。微熱やのどの渇きという症状があったものの、救急搬送を拒み、自分で帰れると
答えました。男性が答えた生年月日は間違っていたそうですが、年齢相応に見え、名前もいえた
ことから「問題はない」と判断し、水を飲ませ、休息できる近くの公園につれて行ったそうで
す。同日深夜「男性が公園で寝ている。」と通報があり、対応した別の警察官が救急車を呼ぶか
尋ねても「大丈夫。」などと答えたため、警察官は現場を離れました。その２日後、公園のトイ
レ脇で死亡しているのを発見されました。死因は脱水と低栄養でした。
心配で通報した人、救急隊員、警察官、この件に関わった人たちは皆、ちゃんと気づき、声か

けをしていました。何かを間違えたわけではなく、通常の対応をしただけです。
認知症は見た目ではっきりわかる病気ではありません。受け答えができ、自分で帰ると言う男

性を「認知症」と疑うことは困難かもしれません。
私たちは徘徊する認知症の人を、どのように守ることができるでしょうか。
現在、65歳以上高齢者の約７人に１人が認知症といわれています。高齢や病気、認知症など

で自分の身を守れない人がいるということを知る必要があります。
地域、社会を構成する私たちひとりひとりが超高齢社会に生きているということを理解しなけ

ればならないと思います。

認知症についての相談
はこちらへ

いきいき広場内福祉まるごと相談グループ　　　　 　 ☎52－9610
認知症介護相談（認知症の人と家族の会）平日 月～金曜日10時～16時　☎0562－31－1911

沢渡町
沢渡町中田内科クリニック５日

磯貝医院 青木町
ひさだ眼科１２日

たねむら耳鼻咽喉科 神明町
稗田町

☎53─0013
☎54─3434

☎52─8146
☎54─0606

２０日
２６日 ☎53─3458

１９日

岩月外科内科クリニック

かじかわ歯科
神明町

５日
キララ歯科１２日
かとう歯科クリニック 屋敷町

湯山町

☎52─7775

☎54─5454
☎54─4488

☎52─6456

おかべ歯科眼科クリニック【歯科】２６日 向山町
１９日
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問合せ先　碧南警察署 地域課　☎46－0110

問合せ先　衣浦東部広域連合 消防課 救急・救助係　☎63－0135

◎慣れ・過信などの気の緩みや、ちょっとした油断から発生！
・飲酒しての遊泳は絶対にしない。
・遊泳禁止区域では絶対に泳がない。
・天候には十分注意する。

◎子どもの水の事故は親が目を離したその一瞬から発生!
・海や川で水遊びをするときは絶対に目を離さない。
・危険な場所へ行かないよう、日ごろから親子で話をする。
・危険な場所で遊んでいたら声をかけてやめさせる。
・万が一川や池に落ちたら大きな声を出して助けを求めるよう日ごろから子どもに教えておく。
・川の急流や深み、急な増水などの危険について理解させ、遊びなれた川でも子どもだけで入らせない。

事故や病気で急変した人を救命し、社会復帰
させるために必要な一連の流れを「救命の連鎖」
といいます。この連鎖を構成する４つの輪が素
早くつながると救命効果が高まります。
その鎖のひとつを担うのが心肺蘇生とＡＥＤで、現場に居合わせた方によって迅速に行われることが期待

されています。
衣浦東部広域連合消防局では、各消防署所に、24時間365日・いつでも、だれでも使用できるＡＥＤを

設置しました。（使用の際は、かならず同時に119番通報）
だれもが「救命の連鎖」を支える重要な役割を担っていると考えると、多くの方が応急手当の知識と技術

をもつことが必要です。ぜひ講習会に参加して、知識と技術を身につけましょう。

いつでも、だれでも使用できるＡＥＤを
各消防署所に設置

碧南警察署からのお知らせ碧南警察署からのお知らせ碧南警察署からのお知らせ
i n f o r m a t i o n

水の事故　危険はいつも　すぐそこに
～ちょっとした注意が子どもをまもります～
平成26年中におきた県内の水の事故は28件30人。17人が亡くなっています。

救命講習会
◆普通救命講習(３時間)
心肺蘇生法、ＡＥＤの使用法、止血法

◆上級救命講習(８時間)
普通救命講習の内容に加えて傷病者の管理法（搬送方法など）
や外傷の手当などの応急手当


